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香南市立吉川小学校 学校だより 令和８年１月３０日 家庭数 

4月から吉川小学校で勤務してくださっていた ALTのレセ

ディー・フィンガー先生が、1月 23日をもって退職されるこ

とになり、１月２１日（水）に全校でお別れ会を開きました。

先生からの全校児童へのあいさつでは、授業や学校生活での思

い出とともに、子どもたちへの感謝の気持ちとこれから期待す

ることを伝えてくださり、子どもたちからは、手作りのプレゼ

ントでお礼の気持ちを届けました。子どもたちが英語に親し

み、自信をもって表現できるよう、いつも明るく丁寧に関わっ

てくださったレセディー先生。まったくしゃべれなかった日本

語もずいぶん上手になり、遠足や持久走大会、音楽会等にも参

加して子どもたちと交流を深め、温かい笑顔で学校生活を支え

てくださいました。短い期間ではありましたが、レセディー先

生の存在は子どもたちにとって励みとなり、国際理解を深める

貴重な機会にもなりました。感謝の気持ちを伝えるとともに、

これからのご活躍をお祈りします。 

 令和１０年春に高知県で開催される第７８回全国植樹祭に向けて、県下各地の学校で植樹す

るための苗木を育てる『苗木のスクールステイ』という取組が進められています。吉川小学校

でもこの取組に参加することになり、１月２６日（月）に甫喜ヶ峰森林公園の方々にご指導い

ただき、種まきを行いました。 

 山から木が少なくなってきた今から約７５年前、日本にもう一度緑豊かな森を取り戻そう

と、全国植樹祭が始まりました。全国持ち回りで開催され、高知で開催されるのは５０年ぶり

となります。種まき前にこうしたことを教えていただき、準備していただいたクヌギ、スダジ

イ、ウバメガシ、アラカシの４種類の中から好きなものを選んでポットに植え、全部で６０鉢

の苗を育てる準備をしました。これから２年間、苗木はスクールステイをし、学校で育ちます。

無事に芽を出し成長ことを祈りながらお世話をすることで、森や自然を大切にする心を育て

ていきます。 

ありがとう レセディー先生 


